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論文審査結果の要旨 
 
本論文では、未だ治療に困難を極める胆道閉鎖症の手術、すなわち肝門部空腸吻合術の吻合

部の手術手技について比較検討が行われている。近年、遺残胆管を深く広く切離し、吻合を

深い運針で大きく行う拡大肝門部空腸吻合術が世界的に行われている。しかし、最近になり

肝門部空腸吻合を考案した葛西森夫先生の肝門部空腸吻合原法と比し、術後成績は満足のい

くものではないことが判明してきた。 
そこで著者らは、葛西先生自身が行う術中ビデオを再検討、その結果、肝門部の残存微細胆

管の損傷を抑えるがごとく吻合の運針が極めて浅く行われていることに気付き、その吻合法

を採用した（葛西原法肝門部空腸吻合術）。 
そして葛西原法(n=11)と拡大肝門部法(n=13)を、体重、T-bil、手術時日令、全ステロイド投

与量、黄疸消失率、黄疸消失までの期間、肝移植率に関して比較・検討した。その結果、葛

西原法では、減黄率・移植率ともに有意に良好な成績であることを示した。 
葛西先生自身、吻合の運針の深さについては言及しておらず、誌上発表もされていない。肝

門部空腸吻合時の運針を浅くかけるこのとの重要性に着目した報告は世界でも初めてであり、

現在、世界の多くの施設から注目されている。 
よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


